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〔注
ちゅう

意
い

事
じ

項
こう

〕

�唖ページ数
すう

は亜表
ひょう

紙
し

を入
い

れて 13 ページです。

唖試
し

験
けん

時
じ

間
かん

は亜14 時
じ

15 分
ふん

から 16時
じ

15 分
ふん

です。

�唖解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は亜別
べっ

紙
し

（両
りょう

面
めん

）になっています。

�唖試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は亜5 問
もん

題
だい

です。

�唖問
もん

題
だい

1 〜問
もん

題
だい

3は亜記
き

述
じゅつ

式
しき

です。

解
かい

答
とう

は亜解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の定
さだ

められた範
はん

囲
い

内
ない

に亜〔HB〕の黒
くろ

鉛
えん

筆
ぴつ

か黒
くろ

シャープペンシルで記
き

入
にゅう

して

ください。

'唖問
もん

題
だい

4 〜問
もん

題
だい

5は亜四
よん

肢
し

一
いっ

択
たく

式
しき

です。正
せい

解
かい

と思
おも

う肢
あし

の番
ばん

号
ごう

を�つ選
えら

んでください。

解
かい

答
とう

の記
き

入
にゅう

にあたっては亜次
つぎ

によってください。

イ唖解
かい

答
とう

は亜選
えら

んだ番
ばん

号
ごう

を右
みぎ

のマーク例
れい

に従
したが

って亜

〔HB〕の黒
くろ

鉛
えん

筆
ぴつ

か黒
くろ

シャープペンシルで

塗
ぬ

りつぶしてください。

マークの塗
ぬ

りつぶし例
れい

●

ロ唖マークを訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は亜消
け

しゴムできれいに消
け

して訂
てい

正
せい

してください。

5唖問
もん

題
だい

5は亜受
じゅ

検
けん

種
しゅ

別
べつ

に従
したが

って次
つぎ

に該
がい

当
とう

する問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

イ唖受
じゅ

検
けん

種
しゅ

別
べつ

：建
けん

築
ちく

の受
じゅ

検
けん

者
しゃ

は問
もん

題
だい

�−Ａを解
かい

答
とう

してください。

ロ唖受
じゅ

検
けん

種
しゅ

別
べつ

：躯
く

体
たい

の受
じゅ

検
けん

者
しゃ

は問
もん

題
だい

�−Ｂを解
かい

答
とう

してください。

ハ唖受
じゅ

検
けん

種
しゅ

別
べつ

：仕
し

上
あ

げの受
じゅ

検
けん

者
しゃ

は問
もん

題
だい

�−Ｃを解
かい

答
とう

してください。

7唖解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は亜雑
ざつ

書
が

きしたり亜汚
よご

したり亜折
お

り曲
ま

げたりしないでください。

:唖この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

は亜計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しても差
さ

し支
つか

えありません。

10唖漢
かん

字
じ

に付
ふ

したふりがなは補
ほ

足
そく

であり亜異
こと

なる読
よ

み方
かた

の場
ば

合
あい

があります。

11唖この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

は亜試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

まで在
ざい

席
せき

した場
ば

合
あい

に限
かぎ

り亜持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

めます。

途
と

中
ちゅう

退
たい

席
せき

する場
ば

合
あい

は亜持
も

ち帰
かえ

りできません。
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問
もん

題
だい

� あなたが経
けい

験
けん

した建
けん

築
ちく

工
こう

事
じ

のうち亜あなたの受
じゅ

検
けん

種
しゅ

別
べつ

に係
かか

る工
こう

事
じ

の中
なか

から亜品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を

行
おこな

った工
こう

事
じ

を 1つ選
えら

び亜工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

入
にゅう

したうえで亜次
つぎ

の1唖及
およ

び2唖の問
と

いに答
こた

えなさい。

なお亜建
けん

築
ちく

工
こう

事
じ

とは亜建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

に定
さだ

める建
けん

築
ちく

物
ぶつ

に係
かか

る工
こう

事
じ

とし亜建
けん

築
ちく

設
せつ

備
び

工
こう

事
じ

を除
のぞ

くものとする。

〔工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

〕

イ唖工
こう

事
じ

名
めい

ロ唖工
こう

事
じ

場
ば

所
しょ

ハ唖工
こう

事
じ

の 内
ない

容
よう

⎛
⎝

新
しん

築
ちく

等
とう

の場
ば

合
あい

：建
たて

物
もの

用
よう

途
と

亜構
こう

造
ぞう

亜階
かい

数
すう

亜延
の

べ面
めん

積
せき

又
また

は施
せ

工
こう

数
すう

量
りょう

亜

主
おも

な外
がい

部
ぶ

仕
し

上
あ

げ亜主
しゅ

要
よう

室
しつ

の内
ない

部
ぶ

仕
し

上
あ

げ

改
かい

修
しゅう

等
とう

の場
ば

合
あい

：建
たて

物
もの

用
よう

途
と

亜建
たて

物
もの

規
き

模
ぼ

亜主
おも

な改
かい

修
しゅう

内
ない

容
よう

及
およ

び施
せ

工
こう

数
すう

量
りょう

⎞
⎠

ニ唖工
こう

期
き

等
とう

(工
こう

期
き

又
また

は工
こう

事
じ

に従
じゅう

事
じ

した期
き

間
かん

を年
ねん

号
ごう

又
また

は西
せい

暦
れき

で年
ねん

月
げつ

まで記
き

入
にゅう

)

ホ唖あ な た の 立
たち

場
ば

ヘ唖あなたの業
ぎょう

務
む

内
ない

容
よう

1唖 工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

であげた工
こう

事
じ

であなたが担
たん

当
とう

した工
こう

種
しゅ

において亜施
せ

工
こう

の品
ひん

質
しつ

低
てい

下
か

を防
ぼう

止
し

するために取
と

り組
く

んだ事
じ

例
れい

を 3 つ選
えら

び亜次
つぎ

の①から③について具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

ただし亜①は同
どう

一
いつ

でもよいが亜あなたの受
じゅ

検
けん

種
しゅ

別
べつ

に係
かか

る内
ない

容
よう

とし亜②及
およ

び③はそれぞれ異
こと

なる

内
ない

容
よう

とする。また亜③の行
おこな

ったことはK設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

どおりに施
せ

工
こう

した。L等
とう

行
おこな

ったことが具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

されていないものや品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

以
い

外
がい

について記
き

述
じゅつ

したものは不
ふ

可
か

とする。

① 工
こう

種
しゅ

名
めい

又
また

は作
さ

業
ぎょう

名
めい

等
とう

② 品
ひん

質
しつ

低
てい

下
か

につながる不
ふ

具
ぐ

合
あい

とそう考
かんが

えた理
り

由
ゆう

③ ②の不
ふ

具
ぐ

合
あい

を発
はっ

生
せい

させないために行
おこな

ったこととその際
さい

特
とく

に留
りゅう

意
い

したこと

2唖 工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

であげた工
こう

事
じ

及
およ

び受
じゅ

検
けん

種
しゅ

別
べつ

にかかわらず亜あなたの今
こん

日
にち

までの建
けん

築
ちく

工
こう

事
じ

の経
けい

験
けん

を踏
ふ

ま

えて亜施
せ

工
こう

の品
ひん

質
しつ

を確
かく

保
ほ

するために確
かく

認
にん

すべきこととして亜次
つぎ

の①から③をそれぞれ 2つ具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

ただし亜①は同
どう

一
いつ

でもよいが亜②及
およ

び③はそれぞれ異
こと

なる内
ない

容
よう

とする。また亜②及
およ

び③はK設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

どおりであることを確
かく

認
にん

した。L等
とう

確
かく

認
にん

した内
ない

容
よう

が具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

されていないものや 1唖

の②及
およ

び③と同
おな

じ内
ない

容
よう

を記
き

述
じゅつ

したものは不
ふ

可
か

とする。

① 工
こう

種
しゅ

名
めい

又
また

は作
さ

業
ぎょう

名
めい

等
とう

② ①の着
ちゃく

手
しゅ

時
じ

の確
かく

認
にん

事
じ

項
こう

とその理
り

由
ゆう

③ ①の施
せ

工
こう

中
ちゅう

又
また

は完
かん

了
りょう

時
じ

の確
かく

認
にん

事
じ

項
こう

とその理
り

由
ゆう

―2―
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問
もん

題
だい

� 次
つぎ

の建
けん

築
ちく

工
こう

事
じ

に関
かん

する用
よう

語
ご

の一
いち

覧
らん

表
ひょう

の中
なか

から 5 つ用
よう

語
ご

を選
えら

び亜解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の用
よう

語
ご

の記
き

号
ごう

欄
らん

の記
き

号
ごう

にマークしたうえで亜選
えら

んだ用
よう

語
ご

欄
らん

に用
よう

語
ご

を記
き

入
にゅう

し亜その用
よう

語
ご

の説
せつ

明
めい

と施
せ

工
こう

上
じょう

留
りゅう

意
い

すべ

きことを具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

ただし亜ａ及
およ

びｊ以
い

外
がい

の用
よう

語
ご

については亜作
さ

業
ぎょう

上
じょう

の安
あん

全
ぜん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

は不
ふ

可
か

とする。

また亜使
し

用
よう

資
し

機
き

材
ざい

に不
ふ

良
りょう

品
ひん

はないものとする。

用
よう

語
ご

の一
いち

覧
らん

表
ひょう

用
よう

語
ご

の記
き

号
ごう

用
よう

語
ご

ａ 足
あし

場
ば

の壁
かべ

つなぎ

ｂ 帯
おび

筋
きん

ｃ 親
おや

杭
ぐい

横
よこ

矢
や

板
いた

壁
かべ

ｄ 型
かた

枠
わく

のセパレーター

ｅ 壁
かべ

のモザイクタイル張
ば

り

ｆ 先
さき

送
おく

りモルタル

ｇ セッティングブロック

ｈ タイトフレーム

ｉ 天
てん

井
じょう

インサート

ｊ ベンチマーク

ｋ 防
ぼう

水
すい

工
こう

事
じ

の脱
だっ

気
き

装
そう

置
ち

ℓ マスキングテープ

ｍ 木
もく

構
こう

造
ぞう

のアンカーボルト

ｎ 溶
よう

接
せつ

のアンダーカット

― 3―
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問
もん

題
だい

� 鉄
てっ

骨
こつ

造
ぞう

階
かい

建
だ

て店
てん

舗
ぽ

兼
けん

商
しょう

品
ひん

倉
そう

庫
こ

建
たて

物
もの

の新
しん

築
ちく

工
こう

事
じ

について亜工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

を確
かく

認
にん

のうえ亜右
みぎ

の

工
こう

程
てい

表
ひょう

及
およ

び出
で

来
き

高
だか

表
ひょう

に関
かん

し亜次
つぎ

の 1唖から 3唖の問
と

いに答
こた

えなさい。

工
こう

程
てい

表
ひょう

は亜予
よ

定
てい

出
で

来
き

高
だか

曲
きょく

線
せん

を破
は

線
せん

で表
ひょう

示
じ

している。また亜出
で

来
き

高
だか

表
ひょう

は亜�月
がつ

末
まつ

時
じ

点
てん

のものを

示
しめ

しており亜実
じっ

績
せき

出
で

来
き

高
だか

の累
るい

計
けい

金
きん

額
がく

は記
き

載
さい

していない。

なお亜各
かく

作
さ

業
ぎょう

は一
いっ

般
ぱん

的
てき

な手
て

順
じゅん

に従
したが

って施
せ

工
こう

されるものとする。

〔工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

〕

用
よう

途
と

：店
てん

舗
ぽ

及
およ

び事
じ

務
む

所
しょ

（�階
かい

）亜商
しょう

品
ひん

倉
そう

庫
こ

（階
かい

）

構
こう

造
ぞう

茜規
き

模
ぼ

：鉄
てっ

骨
こつ

造
ぞう

地
ち

上
じょう

階
かい

亜延
の

べ面
めん

積
せき

350m2

鉄
てっ

骨
こつ

耐
たい

火
か

被
ひ

覆
ふく

は亜耐
たい

火
か

材
ざい

巻
まき

付
つ

け工
こう

法
ほう

亜外
がい

周
しゅう

部
ぶ

は合
ごう

成
せい

工
こう

法
ほう

外
がい

部
ぶ

仕
し

上
あ

げ：外
がい

壁
へき

は亜ALCパネル張
ば

り亜防
ぼう

水
すい

形
がた

複
ふく

層
そう

塗
ぬり

材
ざい

仕
し

上
あ

げ

屋
や

根
ね

は亜折
せっ

板
ぱん

葺
ぶき

屋
や

根
ね

内
ない

部
ぶ

仕
し

上
あ

げ：店
てん

舗
ぽ

亜事
じ

務
む

所
しょ

床
ゆか

は亜コンクリート金
かな

ごて仕
し

上
あ

げ亜ビニル床
ゆか

シート張
ば

り

壁
かべ

は亜軽
けい

量
りょう

鉄
てっ

骨
こつ

下
した

地
じ

亜せっこうボード張
ば

り亜塗
と

装
そう

仕
し

上
あ

げ

天
てん

井
じょう

は亜軽
けい

量
りょう

鉄
てっ

骨
こつ

下
した

地
じ

亜化
け

粧
しょう

せっこうボード張
ば

り

商
しょう

品
ひん

倉
そう

庫
こ

床
ゆか

は亜コンクリート金
かな

ごて仕
し

上
あ

げ亜無
む

機
き

質
しつ

系
けい

塗
ぬり

床
ゆか

材
ざい

塗
ぬ

り

壁
かべ

は亜軽
けい

量
りょう

鉄
てっ

骨
こつ

下
した

地
じ

亜せっこうボード張
ば

り亜素
そ

地
じ

のまま

天
てん

井
じょう

は亜折
せっ

板
ぱん

葺
ぶき

屋
や

根
ね

裏
うら

打
うち

材
ざい

表
あらわ

し

そ の 他
た

：荷
に

物
もつ

用
よう

油
ゆ

圧
あつ

エレベーター設
せっ

置
ち

内
ない

部
ぶ

建
たて

具
ぐ

は化
け

粧
しょう

扉
とびら

1唖 工
こう

程
てい

表
ひょう

の鉄
てっ

筋
きん

コンクリート工
こう

事
じ

のⒶ亜塗
と

装
そう

工
こう

事
じ

のⒷに該
がい

当
とう

する作
さ

業
ぎょう

名
めい

を記
き

入
にゅう

しなさい。

2唖 出
で

来
き

高
だか

表
ひょう

から亜�月
がつ

末
まつ

までの実
じっ

績
せき

出
で

来
き

高
だか

の累
るい

計
けい

金
きん

額
がく

を求
もと

め亜総
そう

工
こう

事
じ

金
きん

額
がく

に対
たい

する比
ひ

率
りつ

をパー

セントで記
き

入
にゅう

しなさい。

3唖 工
こう

程
てい

表
ひょう

は工
こう

事
じ

計
けい

画
かく

時
じ

に作
さく

成
せい

していたものであるが亜工
こう

程
てい

上
じょう

亜完
かん

了
りょう

時
じ

期
き

が不
ふ

適
てき

当
とう

な作
さ

業
ぎょう

があ

り亜出
で

来
き

高
だか

表
ひょう

についても誤
あやま

った月
げつ

次
じ

にその予
よ

定
てい

金
きん

額
がく

と実
じっ

績
せき

金
きん

額
がく

が記
き

載
さい

されたままとなっている。

これらに関
かん

して亜次
つぎ

の①から③について答
こた

えなさい。

① 工
こう

程
てい

上
じょう

亜完
かん

了
りょう

時
じ

期
き

が不
ふ

適
てき

当
とう

な作
さ

業
ぎょう

名
めい

を記
き

入
にゅう

しなさい。

② ①の作
さ

業
ぎょう

の適
てき

当
とう

な完
かん

了
りょう

時
じ

期
き

を記
き

入
にゅう

しなさい。

ただし亜作
さ

業
ぎょう

完
かん

了
りょう

時
じ

期
き

は月
げつ

次
じ

と旬
じゅん

日
じつ

で記
き

入
にゅう

し亜旬
じゅん

日
じつ

は亜上
じょう

旬
じゅん

亜中
ちゅう

旬
じゅん

亜下
げ

旬
じゅん

とする。

③ 作
さ

業
ぎょう

の適
てき

当
とう

な完
かん

了
りょう

時
じ

期
き

に合
あ

わせて出
で

来
き

高
だか

表
ひょう

の誤
あやま

りを修
しゅう

正
せい

したうえで亜�月
がつ

末
まつ

まで

の実
じっ

績
せき

出
で

来
き

高
だか

の累
るい

計
けい

金
きん

額
がく

を記
き

入
にゅう

しなさい。

― 4―
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工 種 工 事 金 額 １月
30
30

30
210

予　定
実　績

予　定
実　績 ２月 ３月 ４月 ５月

単位　万円

600

750

900

250

550

150

300

100

500

総 工 事 金 額

900

6,000

60
60

270
270

210

鉄筋コンクリート
工　　　　　　事

土 工 事
地 業 工 事

鉄 骨 工 事

屋 根 工 事

外 壁 工 事

建 具 工 事

金 属 工 事

内 装 工 事

塗 装 工 事

設 備 工 事

外 構 工 事

仮 設 工 事

出 来 高 表
で き だか ひょう

予　定
実　績

320
390

180
110
600
560

予　定
実　績

150
190
50
50

予　定
実　績

790
790

60
60

250

予　定
実　績

250
450
450

140
140

予　定
実　績

30

予　定
実　績

50防 水 工 事 50
50

370
370

120
150

50
50

予　定
実　績

230
230
50
50
400
400

40

70

予　定
実　績
予　定
実　績
予　定
実　績

100予　定
実　績

580
580

50
90

予　定
実　績

90
90

90
90

90

1,490 2901,620670 1,930予　定
実　績

工 種
月 次

仮 設 工 事

鉄筋コンクリート
工　　　　　　事

土 工 事
地 業 工 事

鉄 骨 工 事

防 水 工 事

外 壁 工 事

屋 根 工 事

建 具 工 事

金 属 工 事

内 装 工 事

塗 装 工 事

外 構 工 事

設 備 工 事

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

５月４月３月２月１月

工 程 表
こう　　　　てい ひょう

外部足場解体

仮囲い解体 完成検査

クリーニング外部足場組立準備

仮囲い設置

埋戻し, 砂利地業

根切, 床付け, 捨てコン

基礎躯体

2F床躯体

鉄骨建方, 本締め, デッキプレート敷込み

Ⓐ
アンカーフレーム設置 スタッド溶接

耐火被覆

折板葺屋根

出
来
高
％

外部建具（ガラス取付を含む）

内部建具枠取付け 内部建具扉吊込み

Ⓑ外壁塗装

外構

棟,ケラバ化粧幕板取付け

1F壁, 天井ボード張り

1F壁, 天井, 2F壁軽鉄下地

2F壁ボード張り 2F塗床

ビニル床シート張り

電気, 給排水衛生, 空調設備

エレベーター設置

外部シール

外壁ALC取付け

予定出来高曲線

― 5―
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問
もん

題
だい

� 次
つぎ

の 1唖から 3唖の各
かく

法
ほう

文
ぶん

において亜 に当
あ

てはまる正
ただ

しい語
ご

句
く

を亜下
した

の該
がい

当
とう

する枠
わく

内
ない

から 1 つ選
えら

びなさい。

1唖 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

（下
した

請
うけ

負
おい

人
にん

の意
い

見
けん

の聴
ちょう

取
しゅ

）

第
だい

24 条
じょう

の 元
もと

請
うけ

負
おい

人
にん

は亜その請
う

け負
お

った建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

を ① するために必
ひつ

要
よう

な工
こう

程
てい

の細
さい

目
もく

亜

② その他
た

元
もと

請
うけ

負
おい

人
にん

において定
さだ

めるべき事
じ

項
こう

を定
さだ

めようとするときは亜あらかじめ亜下
した

請
うけ

負
おい

人
にん

の意
い

見
けん

をきかなければならない。

① � 計
けい

画
かく

 準
じゅん

備
び

� 施
せ

工
こう

� 完
かん

成
せい

② � 作
さ

業
ぎょう

方
ほう

法
ほう

 作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

� 作
さ

業
ぎょう

代
だい

金
きん

� 作
さ

業
ぎょう

人
にん

数
ずう

2唖 建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

（工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

の危
き

害
がい

の防
ぼう

止
し

）

第
だい

90 条
じょう

建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の建
けん

築
ちく

亜修
しゅう

繕
ぜん

亜模
も

様
よう

替
がえ

又
また

は除
じょ

却
きゃく

のための工
こう

事
じ

の ③ は亜当
とう

該
がい

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に伴
ともな

う地
じ

盤
ばん

の崩
ほう

落
らく

亜建
けん

築
ちく

物
ぶつ

又
また

は工
こう

事
じ

用
よう

の ④ の倒
とう

壊
かい

等
とう

による危
き

害
がい

を防
ぼう

止
し

するために

必
ひつ

要
よう

な措
そ

置
ち

を講
こう

じなければならない。

 （略
りゃく

）

� （略
りゃく

）

③ � 管
かん

理
り

者
しゃ

 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

� 施
せ

工
こう

者
しゃ

� 設
せっ

計
けい

者
しゃ

④ � 機
き

械
かい

 工
こう

作
さく

物
ぶつ

� 事
じ

務
む

所
しょ

� 仮
か

設
せつ

足
あし

場
ば

― 6―
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3唖 労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

（就
しゅう

業
ぎょう

制
せい

限
げん

）

第
だい

61 条
じょう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は亜クレーンの運
うん

転
てん

その他
た

の業
ぎょう

務
む

で亜政
せい

令
れい

で定
さだ

めるものについては亜都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

労
ろう

働
どう

局
きょく

長
ちょう

の当
とう

該
がい

業
ぎょう

務
む

に係
かか

る ⑤ を受
う

けた者
もの

又
また

は都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

労
ろう

働
どう

局
きょく

長
ちょう

の登
とう

録
ろく

を受
う

けた者
もの

が行
おこな

う当
とう

該
がい

業
ぎょう

務
む

に係
かか

る ⑥ 講
こう

習
しゅう

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

その他
た

厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

令
れい

で定
さだ

める

資
し

格
かく

を有
ゆう

する者
もの

でなければ亜当
とう

該
がい

業
ぎょう

務
む

に就
つ

かせてはならない。

 （略
りゃく

）

� （略
りゃく

）

� （略
りゃく

）

⑤ � 認
にん

定
てい

 免
めん

許
きょ

� 許
きょ

可
か

� 通
つう

知
ち

⑥ � 技
ぎ

術
じゅつ

 特
とく

別
べつ

� 作
さ

業
ぎょう

� 技
ぎ

能
のう

― 7―
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※ 受
じゅ

検
けん

種
しゅ

別
べつ

：建
けん

築
ちく

の受
じゅ

検
けん

者
しゃ

は解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

�−Ａ 次
つぎ

の 1唖から 8唖の各
かく

記
き

述
じゅつ

において亜 に当
あ

てはまる最
もっと

も適
てき

当
とう

な語
ご

句
く

又
また

は数
すう

値
ち

を亜下
した

の該
がい

当
とう

する枠
わく

内
ない

から 1 つ選
えら

びなさい。

1唖 墨
すみ

出
だ

し等
とう

に用
もち

いる鋼
こう

製
せい

巻
まき

尺
じゃく

は亜工
こう

事
じ

着
ちゃく

手
しゅ

前
まえ

に ① 合
あ

わせを行
おこな

い亜同
おな

じ精
せい

度
ど

を有
ゆう

する鋼
こう

製
せい

巻
まき

尺
じゃく

を本
ほん

以
い

上
じょう

用
よう

意
い

して亜�本
ほん

は基
き

準
じゅん

巻
まき

尺
じゃく

として保
ほ

管
かん

しておく。

① 合
あ

わせの際
さい

には亜それぞれの鋼
こう

製
せい

巻
まき

尺
じゃく

に一
いっ

定
てい

の張
ちょう

力
りょく

を与
あた

えて亜相
そう

互
ご

の誤
ご

差
さ

を確
かく

認
にん

する。

① � ゲージ  テープ � 長
なが

さ � 寸
すん

法
ぽう

2唖 大
おお

梁
ばり

鉄
てっ

筋
きん

をガス圧
あっ

接
せつ

する際
さい

亜鉄
てっ

筋
きん

径
けい

程
てい

度
ど

の縮
ちぢ

み代
しろ

を見
み

込
こ

んで加
か

工
こう

しないと亜 ② 寸
すん

法
ぽう

の不
ふ

足
そく

や亜直
ちょっ

交
こう

部
ぶ

材
ざい

の配
はい

筋
きん

の乱
みだ

れを招
まね

くことになる。

② � あ き  かぶり � 付
ふ

着
ちゃく

� 定
てい

着
ちゃく

3唖 鉄
てっ

筋
きん

コンクリート造
ぞう

でコンクリートを打
う

ち継
つ

ぐ場
ば

合
あい

亜打
うち

継
つ

ぎ部
ぶ

の位
い

置
ち

は亜構
こう

造
ぞう

部
ぶ

材
ざい

の耐
たい

力
りょく

へ

の影
えい

響
きょう

が最
もっと

も少
すく

ない位
い

置
ち

に定
さだ

めるものとし亜梁
はり

亜床
ゆか

スラブ及
およ

び屋
や

根
ね

スラブの鉛
えん

直
ちょく

打
うち

継
つ

ぎ部
ぶ

は亜

一
いっ

般
ぱん

にスパンの中
ちゅう

央
おう

又
また

は端
はし

から ③ 付
ふ

近
きん

に設
もう

け亜柱
はしら

及
およ

び梁
はり

の水
すい

平
へい

打
うち

継
つ

ぎ部
ぶ

は亜床
ゆか

スラブ又
また

は梁
はり

の下
した

端
ば

亜あるいは床
ゆか

スラブ亜梁
はり

又
また

は基
き

礎
そ

梁
ばり

の上
うわ

端
ば

に設
もう

ける。

③ �
1
4


1
5

�
1
8

�
1
10

4唖 木
もく

造
ぞう

の建
けん

築
ちく

物
ぶつ

にあっては亜地
じ

震
しん

力
りょく

等
とう

の水
すい

平
へい

荷
か

重
じゅう

に対
たい

して亜建
けん

築
ちく

物
ぶつ

に ④ を生
しょう

じないよ

うに亜筋
すじ

かい等
とう

を入
い

れた軸
じく

組
ぐみ

を亜梁
はり

間
ま

方
ほう

向
こう

及
およ

び桁
けた

行
ゆき

方
ほう

向
こう

にそれぞれにつり合
あ

いよく配
はい

置
ち

する。

④ � ねじれ  亀
き

裂
れつ

� 不
ふ

同
どう

沈
ちん

下
か

� 芯
しん

ずれ
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5唖 アスファルト防
ぼう

水
すい

において亜立
たち

上
あが

り部
ぶ

のルーフィング類
るい

を平
ひら

場
ば

部
ぶ

と別
べつ

に張
は

り付
つ

ける場
ば

合
あい

亜平
ひら

場
ば

部
ぶ

のルーフィング類
るい

を張
は

り付
つ

けた後
のち

亜その上
うえ

に重
かさ

ね幅
はば

⑤ mm程
てい

度
ど

をとって張
は

り重
かさ

ねる。

⑤ � 50  100 � 150 � 300

6唖 外
がい

壁
へき

の有
ゆう

機
き

系
けい

接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

によるタイル後
あと

張
ば

り工
こう

法
ほう

で亜裏
うら

あしのあるタイルを張
は

り付
つ

ける場
ば

合
あい

の接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

の塗
ぬり

付
つ

けは亜くし目
め

ごてを用
もち

いて下
した

地
じ

面
めん

に平
へい

坦
たん

に塗
ぬ

り付
つ

け亜次
つぎ

に接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

の塗
ぬ

り厚
あつ

を確
かく

保
ほ

す

るために亜壁
へき

面
めん

に対
たい

してくし目
め

ごてを ⑥ 度
ど

の角
かく

度
ど

を保
たも

ってくし目
め

を付
つ

ける。

タイルの裏
うら

あしとくし目
め

の方
ほう

向
こう

が平
へい

行
こう

になると亜タイルと接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

との接
せっ

着
ちゃく

率
りつ

が少
すく

なくなるこ

とがあるため亜裏
うら

あしに対
たい

して直
ちょっ

交
こう

又
また

は斜
なな

め方
ほう

向
こう

にくし目
め

を立
た

てるようにする。

⑥ � 15  30 � 60 � 75

7唖 日
に

本
ほん

産
さん

業
ぎょう

規
き

格
かく

（JIS）による建
けん

築
ちく

用
よう

鋼
こう

製
せい

下
した

地
じ

材
ざい

を用
もち

いた軽
けい

量
りょう

鉄
てっ

骨
こつ

天
てん

井
じょう

下
した

地
じ

工
こう

事
じ

において亜天
てん

井
じょう

のふところが 1.5 m以
い

上
じょう

3 m以
い

下
か

の場
ば

合
あい

は亜吊
つ

りボルトの水
すい

平
へい

補
ほ

強
きょう

亜斜
なな

め補
ほ

強
きょう

を行
おこな

う。

水
すい

平
へい

補
ほ

強
きょう

の補
ほ

強
きょう

材
ざい

の間
かん

隔
かく

は亜縦
たて

横
よこ

方
ほう

向
こう

に ⑦ m程
てい

度
ど

の間
かん

隔
かく

で配
はい

置
ち

する。

⑦ � 0.9  1.8 � 2.7 � 3.6

8唖 壁
かべ

紙
がみ

張
ば

りにおいて亜表
ひょう

面
めん

に付
つ

いた接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

や手
て

垢
あか

等
とう

を放
ほう

置
ち

しておくと ⑧ の原
げん

因
いん

となるの

で亜張
は

り終
お

わった部
ぶ

分
ぶん

ごとに直
ただ

ちに拭
ふ

き取
と

る。

⑧ � し み  はがれ � だ れ � し わ
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※ 受
じゅ

検
けん

種
しゅ

別
べつ

：躯
く

体
たい

の受
じゅ

検
けん

者
しゃ

は解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

�−Ｂ 次
つぎ

の 1唖から 4唖の各
かく

記
き

述
じゅつ

において亜 に当
あ

てはまる最
もっと

も適
てき

当
とう

な語
ご

句
く

亜文
も

字
じ

又
また

は数
すう

値
ち

を亜下
した

の該
がい

当
とう

する枠
わく

内
ない

から 1 つ選
えら

びなさい。

1唖 敷
しき

地
ち

の地
じ

盤
ばん

の構
こう

成
せい

や性
せい

質
しつ

などを調
ちょう

査
さ

する地
じ

盤
ばん

調
ちょう

査
さ

には亜一
いっ

般
ぱん

にロータリーボーリングが行
おこな

われている。ボーリングによる掘
くっ

削
さく

孔
こう

を用
もち

いて ① 亜試
し

料
りょう

の採
さい

取
しゅ

亜地
ち

下
か

水
すい

位
い

の測
そく

定
てい

等
とう

の調
ちょう

査
さ

を行
おこな

う。

また亜採
さい

取
しゅ

された試
し

料
りょう

は各
かく

種
しゅ

の土
ど

質
しつ

試
し

験
けん

を行
おこな

い亜土
ど

質
しつ

柱
ちゅう

状
じょう

図
ず

にまとめられる。

① は亜ハンマーを自
じ

由
ゆう

落
らっ

下
か

させて亜SPTサンプラーが地
ち

層
そう

を 300mm貫
かん

入
にゅう

するのに必
ひつ

要
よう

な打
だ

撃
げき

回
かい

数
すう

を求
もと

める試
し

験
けん

である。ここで得
え

られた打
だ

撃
げき

回
かい

数
すう

を ② といい亜地
じ

盤
ばん

の硬
こう

軟
なん

や締
しま

り具
ぐ

合
あい

を推
すい

定
てい

するのに使
つか

われる。

① � フロー試
し

験
けん

 平
へい

板
ばん

載
さい

荷
か

試
し

験
けん

� 標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

� CBR試
し

験
けん

② � K 値
ち

 NC値
ち

� トルク係
けい

数
すう

値
ち

� N 値
ち

2唖 型
かた

枠
わく

工
こう

事
じ

において亜コンクリート型
かた

枠
わく

用
よう

合
ごう

板
はん

を用
もち

いた柱
はしら

型
かた

枠
わく

や壁
かべ

型
かた

枠
わく

を組
く

み立
た

てる場
ば

合
あい

亜足
あし

元
もと

を正
ただ

しい位
い

置
ち

に固
こ

定
てい

するために ③ を行
おこな

う。敷
しき

桟
ざん

で行
おこな

う場
ば

合
あい

にはコンクリートの漏
も

れ防
ぼう

止
し

に亜パッキングを使
し

用
よう

する方
ほう

法
ほう

やプラスチックアングルを使
し

用
よう

する方
ほう

法
ほう

等
とう

がある。

床
ゆか

型
かた

枠
わく

においては亜設
せっ

計
けい

者
しゃ

との協
きょう

議
ぎ

を行
おこな

い亜フラットデッキ（床
ゆか

型
かた

枠
わく

用
よう

鋼
こう

製
せい

デッキプレー

ト）を使
し

用
よう

することがある。その場
ば

合
あい

亜梁
はり

側
がわ

板
いた

型
かた

枠
わく

との接
せつ

合
ごう

方
ほう

法
ほう

として亜フラットデッキの長
なが

手
て

方
ほう

向
こう

に対
たい

する梁
はり

へのの
・

み
・

こ
・

み
・

代
しろ

は亜原
げん

則
そく

として亜一
いっ

般
ぱん

階
かい

では ④ mmとしている。

③ � 根
ね

固
がた

め  根
ね

巻
ま

き � 根
ね

回
まわ

し � 根
ね

がらみ

④ � 10  20 � 30 � 40

―10―
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3唖 鉄
てっ

筋
きん

工
こう

事
じ

において亜鉄
てっ

筋
きん

相
そう

互
ご

のあきは亜鉄
てっ

筋
きん

とコンクリートの間
あいだ

の ⑤ による応
おう

力
りょく

の伝
でん

達
たつ

が十
じゅう

分
ぶん

に行
おこな

われ亜コンクリートが分
ぶん

離
り

することなく密
みつ

実
じつ

に打
う

ち込
こ

まれるために必
ひつ

要
よう

なものである。

柱
はしら

や梁
はり

の主
しゅ

筋
きん

の継
つぎ

手
て

に亜ガス圧
あっ

接
せつ

継
つぎ

手
て

を採
さい

用
よう

し亜異
い

形
けい

鉄
てっ

筋
きん

を用
もち

いる場
ば

合
あい

の鉄
てっ

筋
きん

相
そう

互
ご

のあきの

最
さい

小
しょう

寸
すん

法
ぽう

は亜隣
とな

り合
あ

う鉄
てっ

筋
きん

の平
へい

均
きん

径
けい

（呼
よ

び名
な

の数
すう

値
ち

）の 1.5倍
ばい

亜粗
そ

骨
こつ

材
ざい

最
さい

大
だい

寸
すん

法
ぽう

の 1.25倍
ばい

亜

⑥ mmのうちで亜最
もっと

も大
おお

きい値
あたい

以
い

上
じょう

とする。

⑤ � 定
てい

着
ちゃく

 付
ふ

着
ちゃく

� 引
ひっ

張
ぱり

� 圧
あっ

縮
しゅく

⑥ � 20  25 � 30 � 35

4唖 鉄
てっ

骨
こつ

工
こう

事
じ

において亜トルシア形
がた

高
こう

力
りょく

ボルトを使
し

用
よう

した接
せつ

合
ごう

部
ぶ

の本
ほん

締
じ

めは亜梁
はり

フランジの場
ば

合
あい

には図
ず

の ⑦ のように行
おこな

っていく。また亜本
ほん

締
じ

め後
ご

の検
けん

査
さ

は亜ピンテールが破
は

断
だん

している

こと亜共
とも

回
まわ

り茜軸
じく

回
まわ

りがないこと亜ボルトの余
よ

長
ちょう

がネジ�山
やま

から'山
やま

までの範
はん

囲
い

であること亜

ナットの回
かい

転
てん

量
りょう

が平
へい

均
きん

回
かい

転
てん

角
かく

度
ど

± ⑧ 度
ど

以
い

内
ない

であることを目
もく

視
し

確
かく

認
にん

する。

⑦ � a  b � c � d

⑧ � 15  20 � 30 � 45
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※ 受
じゅ

検
けん

種
しゅ

別
べつ

：仕
し

上
あ

げの受
じゅ

検
けん

者
しゃ

は解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

�−Ｃ 次
つぎ

の 1唖から 4唖の各
かく

記
き

述
じゅつ

において亜 に当
あ

てはまる最
もっと

も適
てき

当
とう

な語
ご

句
く

又
また

は数
すう

値
ち

を亜下
した

の該
がい

当
とう

する枠
わく

内
ない

から 1 つ選
えら

びなさい。

1唖 アスファルト防
ぼう

水
すい

の密
みっ

着
ちゃく

工
こう

法
ほう

において亜平
ひら

場
ば

部
ぶ

のアスファルトルーフィング類
るい

の張
はり

付
つ

けに先
さき

立
だ

ち亜コンクリ―ト打
うち

継
つ

ぎ部
ぶ

は亜幅
はば

50mm程
てい

度
ど

の絶
ぜつ

縁
えん

用
よう

テープを張
は

った上
うえ

に亜幅
はば

① mm

以
い

上
じょう

の ② ルーフィングを増
まし

張
ば

りする。

アスファルトルーフィング類
るい

の張
はり

付
つ

けは亜空
くう

隙
げき

亜気
き

泡
ほう

亜しわ等
とう

が生
しょう

じないよう均
きん

一
いつ

に押
お

し均
なら

して亜下
か

層
そう

に密
みっ

着
ちゃく

させる。

① � 100  150 � 200 � 300

② � 砂
すな

付
つき

 ストレッチ � あなあき � 合
ごう

成
せい

高
こう

分
ぶん

子
し

系
けい

2唖 セメントモルタルによる壁
かべ

タイル張
ば

りの工
こう

法
ほう

において亜 ③ は亜張
はり

付
つ

けモルタルを下
した

地
じ

面
めん

とタイル裏
うら

面
めん

の両
りょう

方
ほう

に塗
ぬ

ってタイルを張
は

り付
つ

ける工
こう

法
ほう

である。

タイルの張
はり

付
つ

けは亜タイル張
ば

りに用
もち

いるハンマー等
とう

でタイル周
しゅう

辺
へん

からモルタルがはみ出
だ

すま

で入
にゅう

念
ねん

にたたき押
お

し亜 ④ に向
む

かって張
は

り進
すす

める。

張
はり

付
つ

けモルタルの�回
かい

の塗
ぬ

り付
つ

け面
めん

積
せき

は亜2m 2/人
にん

以
い

内
ない

亜かつ亜60分
ふん

以
い

内
ない

に張
は

り終
お

える面
めん

積
せき

と

し亜�回
かい

のタイルを張
は

り終
お

わったら亜張
はり

付
つ

けモルタルの硬
こう

化
か

を見
み

ながら亜はみ出
だ

したモルタルを

除
じょ

去
きょ

する。

③ � 密
みっ

着
ちゃく

張
ば

り  マスク張
ば

り � 改
かい

良
りょう

圧
あっ

着
ちゃく

張
ば

り � 改
かい

良
りょう

積
つみ

上
あ

げ張
ば

り

④ � �段
だん

おきに上
うえ

から下
した

 �段
だん

おきに下
した

から上
うえ

� �段
だん

ごとに上
うえ

から下
した

� �段
だん

ごとに下
した

から上
うえ

―12―
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3唖 金
きん

属
ぞく

屋
や

根
ね

工
こう

事
じ

において亜金
きん

属
ぞく

板
ばん

葺
ぶき

の下
した

葺
ぶき

にアスファルトルーフィングを用
もち

いる場
ば

合
あい

亜野
の

地
じ

面
めん

上
じょう

に軒
のき

先
さき

と平
へい

行
こう

に敷
し

き込
こ

み亜隣
りん

接
せつ

するアスファルトルーフィングを上
じょう

下
げ

亜左
さ

右
ゆう

とも重
かさ

ねながら

軒
のき

先
さき

から棟
むね

に向
む

かって張
は

り進
すす

める。アスファルトルーフィングの左
さ

右
ゆう

の重
かさ

ねは亜 ⑤ mm

程
てい

度
ど

を標
ひょう

準
じゅん

とし亜継
つ

ぎ目
め

が相
そう

互
ご

に近
きん

接
せつ

しないようにする。

アスファルトルーフィングの留
とめ

付
つ

けは亜ハンマー式
しき

タッカー等
とう

を用
もち

い亜ステープルで野
の

地
じ

板
いた

に

固
こ

定
てい

する場
ば

合
あい

が多
おお

く亜アスファルトルーフィングの重
かさ

ね部
ぶ

分
ぶん

は ⑥ mm程
てい

度
ど

亜その他
た

の部
ぶ

分
ぶん

は必
ひつ

要
よう

に応
おう

じ 900mm以
い

内
ない

の間
かん

隔
かく

で留
と

め付
つ

けるのが一
いっ

般
ぱん

的
てき

である。

⑤ � 50  100 � 150 � 200

⑥ � 150  300 � 450 � 600

4唖 塗
と

装
そう

工
こう

事
じ

において亜壁
へき

面
めん

を吹
ふき

付
つ

け塗
ぬ

りとする場
ば

合
あい

亜吹
ふき

付
つ

けはエアスプレーやエアレススプレー

等
とう

を用
もち

いて行
おこな

う。

エアスプレーによる吹
ふき

付
つ

けは亜エアスプレーガンを塗
ぬ

り面
めん

から ⑦ cm程
てい

度
ど

離
はな

し亜対
たい

象
しょう

面
めん

に対
たい

し ⑧ に向
む

け亜毎
まい

秒
びょう

30 cm程
てい

度
ど

の一
いっ

定
てい

の速
そく

度
ど

で平
へい

行
こう

に動
うご

かす。

塗
と

料
りょう

の噴
ふん

霧
む

は亜一
いっ

般
ぱん

に中
ちゅう

央
おう

ほど密
みつ

で周
しゅう

辺
へん

が粗
そ

になりやすいため亜一
いち

列
れつ

ごとに吹
ふき

付
つ

け幅
はば

が

約
やく 1
3
ずつ重

かさ

なるように吹
ふ

き付
つ

ける。

⑦ � 20  30 � 40 � 50

⑧ � 直
ちょっ

角
かく

 やや上
うえ

� やや下
した

� やや横
よこ
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